いずれも 当時の 進歩的 学者で あつたし、 年輩 も 既に 

四十 歳 を 越した 人々 がそれ だけ 心 を 合わせて 兎に角 一 

つの 啓蒙 雑誌 を 発刊した ところ、 何とも 云えぬ 明治と 

いう ものの 若々 しい 力が 感じられて、 非常に 面白い。 

同時に この 有力な 執筆者 を もった 同人雑誌が、 僅か 一 

年し か つづかず 廃刊と なった というと ころに も、 各々 

一 家 をな していた 同人た ちが 当時の 時代の 速い 波の 間 

で 政治的な 問題な どに ついて それぞれ 必ずしも 同じ 見 

解ば かリを 抱いて いなかった ことが うかがわれて 興味 

ふかい。 西 村 茂樹は 明治 二十 年、 二葉 亭の 「浮 雲」 の 

出た 年に 「日本 道徳 論」 を 著して いる。 二十 八 年に r 徳 
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